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個人の市場価値の向上と生涯成長を支える

株式会社人財アジア 定期ニュースレター
岡村の最近の注目ニュース ビジネス予備校近況リポート B-EAT会活動報告 What s up?

（EAT代表　岡村 進）注 )この隔月ニュースの内容をさらに充実させ、発信していきたいです。メールアドレス等の変更は総務企画までお知らせくださいね！

だからこそ我々は、老若男女問わず、一人ひとり自ら考えなければならない。

会社経営も国家統治も
最後は民意の反映の結果だ。
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アメリカ大統領選の度に思い出すのは、２０００年、米国NYに住んでいた時のことだ。当時中学校二年生の娘と小学校五年生の息子は、
開票日に学校から与えられた宿題に頭をひねっていた。中二は、共和党と民主党のどちらを支持するか？理由とともに記せ、という大
人の課題だった。小五は、米国の州別地図を赤と青、勝者の色で塗っていくというかわいい課題であった。ただ、フロリダ州の開票結
果が歴史的僅差で確定しなかったため（最終的に訴訟）、深夜まで粘ったあげくに塗り絵を完成できぬまま眠りに落ちた。２０年以上経っ
たいまも、家族でたまに話題になる。米国の街中で通行人がインタビューされると、誰もが胸を張って政治（≠政局）を語る姿勢は、
かような長い政治教育に培われたものなのだ。
世界的選挙イヤーなので、政治を語ることにシャイな日本ですら、若手研修で話題に上ることがある。日本という国が盤石であった時
代には、ノン・ポリティックスも一つの選択だった。不確実性の増大に連れて、日本丸という船が心もとなくなってきたから、老朽化
していないか？故障はないか？点検するのは自然な流れだろう。
私は、今回の自民党総裁選を２つの点で注目している。
一つは、急遽争点にあがってきた解雇要件の緩和だ。
テクニカルには色々な問題が指摘されているがとてもシンボリックな話だ。中西元経団連会長、トヨタ社長等が数年前から語り始めた
終身雇用の瓦解について、遂に政治の場でもオープンに議論されるのが感慨深い。日本の大企業においては、実際に解雇にまでいたる
のは特殊な事例であり続けるであろう。それでも、いったん入社したら生涯安泰！という会社と社員の情緒的関係に一石を投じ、徐々に、
互いを見極め選択しあう冷静な契約関係への変質を促すことになるはずだ。
解雇の代償が、金銭的補償か、リスキリングや就職支援かで意見が分かれている。雇用の非流動性が、衰退産業内の人財滞留を招き、
成長産業への人財循環を阻んできた。今回の議論をきっかけにリスキリング教育が推進されることで、日本の生産性が上昇に転じる糸
口となる。
蛇足ながら、2000 年初頭、日本経済が低迷する中で、非正規雇用の導入によって、正規雇用者の権利が守られた。“もしも” 解雇要件
が緩和されたら、全員が再び同じ土俵に立って実力主義で競い合う環境回帰への第一歩にもなりえるのではないか。
もう一つは、総裁候補の若年化だ。米国ではかつてはオバマ氏やクリントン氏などの若手大統領が存在したが、いまや候補者の高齢化
が進み、60 代すら若手に見える。一方で、かつて年配者で占められた日本の候補者は、いまや 40 代が複数おり、60 代では新鮮味な
くうつる。
多様性の時代、年齢も個性を彩る要素の一つに過ぎない。年を重ねれば、経験が増し深慮を手に入れる一方で、努力しないと新しい技
術への関心や変革の心が減じがちだ。年齢の高低自体に良し悪しはない。肝は、いま求められている日本の変革にどちらがよりふさわ
しい要素か？ということだろう。蛇足だが、年功呪縛から脱し若手も活躍する様は、日本の価値観の広がりと確実な進化を感じさせて
くれる。
会社経営も国家統治も最後は民意の反映の結果だ。だからこそ我々は、老若男女問わず、一人ひとり自ら考えなければならない。そう
すれば、傑出したリーダーが折角旧弊をぶっこわしても、保守的な後継者が逆戻りさせる過去の失敗パターンから今度こそ抜け出せる
だろう。
今回ご多忙の中ご執筆くださった水波氏は、60 代になってマダガスカルの応援に乗り出した。ご自身曰く、それほどの金額でもない
賞金でも、貨幣価値が異なるマダガスカルではとても感謝される。同氏の５０代からの生き方に勇気を貰う人財は多い。私も大いに励
まされている。



「50 歳からが本当の人生」
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特別寄稿およびWhat’ s up?　に掲載して下
さる方を募集しています。ご希望の方は事務
局までお問合わせのほど、お願い致します。

一般財団法人水波アフリカ財団
理事長

水波 悟 　氏
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What s up?
藤中  貴善
EATビジネス予備校 
福岡クラス（7期生）

リックス株式会社
グローバル営業本部　
海外営業部

グローバル人材になりたいという気持ちから EAT での「炎の研修」の受講を決め、1 年間貴重
な勉強をさせて頂きました。卒業してすでに 4 か月が過ぎました。EAT 卒業と同時に総務部か
ら海外営業部に異動し、国内外の出張が増え、出会いが多くなりました。
デンマークとフィリピンには初めて出張し、商談の会話内容で自分も成長したと感じることがで
きています。EATのメンバーと再会して、熱い話をすることを楽しみにしてます。

大
雑
把
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
向

い
て
い
る
人
と
向
い
て
い
な
い
人

に
分
け
る
と
す
れ
ば
、
私
は
後
者

で
す
。
お
酒
は
飲
め
な
い
。
ゴ
ル

フ
は
し
な
い
。
人
と
群
れ
る
の
は

嫌
い
。
自
分
が
納
得
し
た
こ
と
に

は
熱
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向
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